



































































































けて詞書 対応していることから 師光集のも が本来のか














































































第四句「雲井」 「くもぢ」に注する。 『頼政集』では実定と頼政の双方の第四句が「くもゐ」で対応するが、 『林下集』では頼政歌の第四句が「くもぢ」となっている。　
以上の四例は、転写の誤りが介在した可能性も完全には否定し






















解しやすく、先例を見ても「ひとつ雲居」はほぼないが、 「おなじ雲居」は多 詠まれ、 「月」との詠み合わせた例も多い。贈答時は相手歌の語句をそのまま取って返 し、即時詠としては問題
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たのではないかという推測に傾く」 した上で、 「相手が家集に入れる際自詠を改変したのか 実定が相手の歌 改変したのかは判断がむつかしいが、かならずしも自詠を変えることが常識と断定できない面があるのでは いかという私見を提出しておきたい」と述べる。　
内容を考えると、 （Ｂ）と（
B’）は相似の内容を詠じており、
両首は元は同じ歌の可能性 高 。これまで確認してきた事例同様、これも実定の手による改作 だろうか。語句の重複観察すれば、 『実家集』では四句目「 み ゝもに」 「なみだもともに」が素直に対応するが、 『林下集』ではそうなっていない。　



































































の際に歌群内部に一貫した世界観を構築するため 悲しみに沈む中で弟から弔問の を贈られる経緯を作り出したのであろう。実家との贈答を分断するかのように途中に配さ る澄憲と 贈答も、実定詠「うきとしもくれぬ はてはあるものをいかにつきせぬあきのこゝろぞ」で、自身の憂愁を詠むと共に「年が暮れる」ことを示唆し、秋から冬への時間 経緯 言葉の連想で繋ぎ、直後の実家との「とし くれ」をめぐる応酬の伏線と ってい 。　

























































































































比較した。異同は著しいものでは 実家は家集に収録する際、原歌をさほど改作していな よう ある。 『林下集』との大きな異同は、やはり実定の手による改作と考 られる。黒田は「林下集の贈答歌はかならずしも初案の忠実な再現で 可能性が高い」 、 「林下集贈答歌群と実際 贈答 間には、一定の虚構があると見るべき」とするが、やはり『林下集』を読む際には、相応の加工が施されていることを念頭に置く必要がある。 『林下集』の多くの贈答歌には、高い資料性が認められてきたが、それ 現実そ ままではない可能性を 常に考慮に入 おく必要が　
これに対して『実家集』は、原歌にさほど手を加えてはいない










































































に「ゆく秋の別れ」がそれぞれ共通 、贈答歌 して原態を示していると考えられる。 して『大輔集』で 、 Ａ （Ｂ） （Ｃ）で「ゆく秋の別れ」という語句が共通しており おそらく大輔自身が家集編纂時に、こ 三首の統一を図って、
A’）から（Ａ）
へと加工したのではあ まいか 結果としては 両集 中で、それぞれに統一が見られる。　
こうした家集間における相違は、私家集の編纂という問題を考







































































































































月） 、高柳祐子「中世和歌の哀傷表現─建久四年（一一九三）美福門院加賀哀傷歌群に見る死と生─」 （ 『死生学研究』九
　
二〇〇八年




































































収録した本書では「巻々と人物」 「物語の思想」 「文学の周辺」という三つの区分を軸に、それぞれの論考が配列されている。　「巻々と人物」では桐壺から宇治十帖にいたる源氏物語の各巻を対象とし、その内容を探っていく。あくまで作品 本文を尊重しながらも決して視野狭窄に陥ることなく、節々に散りばめられた断片を拾い集めることで物語の背後に隠さ 文脈 描き出す
氏の手法は、時にスリリングでさえある。　
また本書の末尾には、ご息女の結婚式を
題材にされた随筆も収録されている。氏に曰く「費用対効果最悪の祭事」である結婚式をどうにか盛り上げようと苦心される氏の努力がユーモラスに語られ、お人柄の透けて見える思いがする。（二〇一四年一二月
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